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農村社会・社会学特殊研究	
  
第4話	
  

秋津元輝（農学研究科）	
  



日本・新大陸・ヨーロッパ	


•  農業の特質の違い	


数値は1990年代末のものと思われる
（http://www.maff.go.jp/soshiki/kambou/kikaku/seishin/zuhyou/000414hyo-5.htm）	
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Japan	
 USA	
   Australia	
 UK	
 Germany	
 France	


農用地比率
（％）	


13.5	
 44.9	
 9.6	
 69.6	
 48.5	
 54.4	


1経営あたり
農地面積
(ha)	


1.6	
  
(北海道)16.2	


176.1	
  
（2005）	


3,423.8	
  
（2004）	
  

うち耕地10％	

70.1	
 30.3	
 38.5	


農家人口率
（％）	


4.5	
 2.4	
 4.7	
 1.9	
 2.8	
 3.7	




イギリス近
郊農村の
変貌	


Lancaster	
  
●	
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引用出所：http://1.bp.blogspot.com/_G1EMg41uM3U/TGqZwd4re_I/AAAAAAAAAGE/b87ckOocULE/s1600/England+map.jpg	




ヨーロッパにおける反都市化	


•  比較的早いグループ	
  
– ＵＳＡ、イギリス、ベルギー、デンマーク、フラ
ンス、西ドイツ、アイスランド、イタリア、オラン
ダ、ノルウェー、スウェーデン、スイス 	
  

•  比較的遅いグループ	
  
– オーストリア、ギリシャ、アイルランド、スペイ
ン 	
  

– ただし、研究報告をベースとする	
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イギリスの反都市化	


•  イギリスでは1980年頃から，農村への移住が話
題となる	


•  Lancaster, Mid Devonにおける農村部人口の増
加	


•  移住理由の2つの局面	

– 経済的要因、インフラ条件	

– 農村環境、ライフスタイルへの評価	


–  Ref.; Keith H. Halfacree, The importance of ‘the rural’ in the 
consutitution of counterurbanization: Evidence from England in 
the 1980’s, Sociologia Ruralis 1994. Vol. XXXIV	
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イギリスの階級社会	

•  上流Class	


– 貴族、地主	

•  中流Class	


–  Upper	

•  法廷弁護士、判事、医師、大学教授・研究者、建築家	


–  Middle	

•  国会議員、事業経営者、会社重役、農場主、新聞記者、教師、警部	


–  Lower	

•  不動産業者、製図工、写真家、銀行事務員、秘書、警官	


•  労働者Class	

–  電気技師、バス運転手、コック、大工、家具職人、配管工；農場労働者、
救急隊員、郵便配達人、ウェイター、漁師ビル；掃除人、土木作業員、窓
掃除人、日雇い労働者	


•  フランスの場合	


http://www.waseda.jp/sem-muranolt01/KE/KE0103.htm	
国勢調査「階級の分類」1981年の結果	
 6	




中流階級による農村支配	


•  Buckinghamshire	

– 大ロンドン市周辺地域における農村への移住	

• 住居の取得 

–   地域委員会への参画　	

　　　←　イギリス階級社会	


　　ｃｆ：日本との違い	


     Ref.; Murdock, J. and Marsden, T. 1994, Reconstituting Rurality, UCL 
Press, London	
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Actor	
  Network	
  Theory	
  の応用	


•  フード・システムへの社会学的接近	
  
– 国際的農業・食料システムの中での商品連鎖	

– 食品のもつ意味の多様化	


•  Actor Network Theory	

– 人以外のモノもアクターと考える	

– 研究視点の確信	
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北米の農村社会学	


•  Rural	
  Sociology	
  
•  田舎町を中心にしたコミュニティ研究	
  
– Rurban	
  community・・・Galpin,	
  Rural	
  Social	
  
Problem,	
  1924	
  

•  普及理論	
  
– 農業技術への関心	
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普
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時間	




アメリカ農業の変化　1	
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農場数と平均規模の変化	


The	
  20th	
  Century	
  TransformaLon	
  of	
  U.S.	
  Agriculture	
  and	
  Farm	
  Policy	
  /	
  EIB-­‐3	
  
Economic	
  Research	
  Service/USDA	




アメリカ農業の変化　2	
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hXp://www.usda.gov/nass/pubs/trends/farmpopulaLon.htm	


農業労働力と農場人口の変化	




Sociology	
  of	
  agriculture	
  へ	


•  農業とそれを取り巻く産業への関心	
  

•  農業の技術革新	
  
– アグリビジネスへの社会学的接近	
  

•  農業科学への制度的・社会学的接近	
  
– 農業技術開発	

– 研究機関の影響力	


12	




フード・レジーム論	


•  食料の	
  PoliLcal	
  Science	
  
– 4つの下位概念の組み合わせで考える	
  
• 農業・食料複合体	
  
• 調整	
  

• ブロック	
  
• 暗黙のルール	
  

– 戦後の2つのレジーム	
  
•  1947-­‐72	
  

–  1972-­‐73　食料危機	
  

•  1972-­‐	
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